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② 微小血管造影所見: 6 週で移植臆全体に血流がみられ， 52週では正常イヌ前十字靭帯の血行と類似
した血流分布が観察された。
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④ 生体力学的検討:再建靭帯は術後30週， 52週ともに健側の対照靭帯の約30% (平均)の最大引っ張
り強度に留まった。なお，ヲ!っ張り強度は断面積が 2 倍の移植臆を用いても，自家腿を用いても同等の
値を示した。
(総括)
関節内で前十字靭帯置換に用いられた，冷凍保存同種臆は，
① 血管，線維芽細胞の浸潤をうけ，術後30週で組織学的には正常靭帯様組織となった。
② ヲ|っ張り強度の点では，対照実験で用いた自家臆と同等以上の値を示し，充分な強度を有していた。
③ 全く拒絶反応の徴候を示さなかった。
以上の乙とから，冷凍保存同種臆の前十字靭帯置換材としての有用性が明らかになったと考える。
論文の審査結果の要旨
膝関節前十字靭帯損傷はスポーツ外傷として稀ならず発生し，スポーツ愛好家にとっては致命的な不
安定膝を生じる原因の一つで、ある。従来、本損傷に対しては自家臆移植による再建術が主に行われてき
たが、移植臆採取に伴い欠損を生じる欠点があった。
本研究は犬を用いて，同種臆による本靭帯の再建術を行い，臨床応用への道を追求したものである。
組織学的，微小血管造影的 および生体力学的に詳細に検討がなされた結果，本術式が臨床応用に耐え
得るとの結論を得ている。
本研究は臨床的意義も大きく，学位論文として適当と考えるものである。
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